
「
決
算
公
告
」
は
、
信
頼
と
実
績
の
あ
る

官

報

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

独
立
行
政
法
人

国
立
印
刷
局

新
設
分
割
公
告
及
び
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
新
設
分
割
に
よ
り
新
設
す
る
佐
藤
石
油

株
式
会
社
（
住
所
大
分
県
豊
後
大
野
市
清
川
町
臼
尾

四
一
二
番
地
一
）
に
対
し
て
当
社
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ

ン
ド
経
営
事
業
に
関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
さ
せ
る

こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の
で
公
告
し
ま
す
。

ま
た
、
当
社
は
、
新
設
分
割
と
同
時
に
資
本
金
の

額
を
二
千
百
万
円
減
少
し
六
百
万
円
と
す
る
こ
と
に

い
た
し
ま
し
た
。

な
お
、
当
社
は
、
平
成
二
十
一
年
八
月
八
日
に
有

限
会
社
み
や
ま
緑
地
建
設
を
吸
収
合
併
し
、
こ
れ
に

よ
り
資
本
金
が
二
千
百
万
円
か
ら
二
千
七
百
万
円
に

増
加
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
同
日
、
商
号
を
佐
藤

組
株
式
会
社
か
ら
株
式
会
社
ミ
ヤ
マ
に
変
更
し
て
お

り
ま
す
。

こ
の
会
社
分
割
及
び
資
本
金
の
額
の
減
少
に
対
し

異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら

一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

平
成
二
十
一
年
九
月
八
日

大
分
県
竹
田
市
久
住
町
大
字
有
氏
四
八
六
e

一
番
地

株
式
会
社
ミ
ヤ
マ

代
表
取
締
役

麻
生

邦
彦

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

第 31 期 決 算 公 告
平成 21年９月８日
大分県竹田市久住町大字有氏486`１番地

株 式 会 社 ミ ヤ マ
代表取締役 麻生 邦彦

貸借対照表の要旨(平成21年５月31日現在)
科 目

の
部
資
産

純
資
産
の
部

負

債

及

び

流 動 資 産
固 定 資 産
合 計
流 動 負 債
固 定 負 債
株 主 資 本
資 本 金
利 益 剰 余 金
利 益 準 備 金
その他利益剰余金
(うち当期純損失)

合 計

金 額(百万円)

114

68

183

86

46

50

21

29

1

28

(90)
183

平成™˜年 月Ÿ日 火曜日 (号外第˜ š号)官 報
相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
新
潟
県
三
条
市
東
裏
館
一
丁
目
二
六
五
六
番

地
、
最
後
の
住
所
新
潟
県
三
条
市
吉
田
一
二
三
七
番

地
県
央
寮

被
相
続
人

亡

中
條

シ
ズ

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
一
年
九
月
八
日

新
潟
県
燕
市
燕
三
〇
四
九
番
地
亀
山
司
法
書
士
事

務
所

相
続
財
産
管
理
人

亀
山

克
司

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
静
岡
県
浜
松
市
中
区
富
塚
町
七
八
一
番
地
七
、

最
後
の
住
所
静
岡
県
浜
松
市
中
区
富
塚
町
七
八
一
番

地
の
七

被
相
続
人

亡

増
田

歩

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
一
年
九
月
八
日

静
岡
県
浜
松
市
中
区
池
町
二
二
一
番
地
の
五

大
石
康
智
法
律
事
務
所

相
続
財
産
管
理
人

弁
護
士

大
石

康
智

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
名
古
屋
市
中
区
栄
二
丁
目
一
七
〇
一
番
地
、
最

後
の
住
所
名
古
屋
市
中
区
平
和
二
丁
目
二
番
八
号
三

井
東
別
院
ハ
イ
ツ
四
〇
一
号

被
相
続
人

亡

成
田

明
夫

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
一
年
九
月
八
日

事
務
所
名
古
屋
市
中
区
丸
の
内
三
丁
目
二
二
番
七

号
丸
の
内
Ｏ
Ｓ
ビ
ル
五
階
海
田
法
律
事
務
所

相
続
財
産
管
理
人

弁
護
士

海
田

雅
史

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
島
根
県
八
束
郡
八
雲
村
大
字
日
吉
一
八
一
番

地
、
最
後
の
住
所
島
根
県
八
束
郡
八
雲
村
大
字
東
岩

坂
一
九
九
〇
番
地

被
相
続
人

亡

石
倉

シ
テ

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
一
年
九
月
八
日

島
根
県
松
江
市
大
庭
町
一
三
四
一
番
地

相
続
財
産
管
理
人

小
松
原

明

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
兵
庫
県
姫
路
市
東
今
宿
五
丁
目
一
二
三
九
番
地

三
、
最
後
の
住
所
岡
山
市
高
島
二
丁
目
五
番
八
e

四

号

被
相
続
人

亡

石
元
新
太
郎

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
一
年
九
月
八
日

事
務
所
岡
山
市
北
区
弓
之
町
二
番
九
号
弓
之
町
ビ

ル
六
〇
八
号

相
続
財
産
管
理
人

弁
護
士

森
安

武
夫

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
岡
山
県
新
見
市
哲
多
町
大
野
五
五
五
番
地
、
最

後
の
住
所
岡
山
県
新
見
市
哲
多
町
大
野
五
五
五
番
地

四

被
相
続
人

亡

平

富
喜
雄

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
一
年
九
月
八
日

事
務
所
岡
山
県
新
見
市
新
見
七
九
五
番
地
池
田
洋

助
事
務
所

相
続
財
産
管
理
人

池
田

洋
助

無
縁
墳
墓
等
改
葬
公
告

土
地
造
成
、
整
備
の
た
め
に
無
縁
墳
墓
等
に
つ
い
て
改

葬
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
墓
地
使
用
者
等
、
死

亡
者
の
縁
故
者
及
び
無
縁
墳
墓
等
に
関
す
る
権
利
を
有
す

る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
年
以
内
に
お
申
し

出
下
さ
い
。

な
お
、
期
日
ま
で
に
お
申
し
出
の
な
い
場
合
は
、
無
縁

仏
と
し
て
改
葬
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
ご
承
知
下
さ

い
。

平
成
二
十
一
年
九
月
八
日

一
、
墳
墓
等
所
在
地

沖
縄
県
う
る
ま
市
勝
連
浜
二
二
九

番
及
び
二
三
一
番

一
、
墳
墓
等
の
名
称

不
詳

一
、
死
亡
者
の
本
籍
及
び
氏
名

不
詳

一
、
改
葬
を
行
お
う
と
す
る
者

沖
縄
県
那
覇
市
お
も
ろ

ま
ち
四
丁
目
一
一
番
二
五
号

大
和
ハ
ウ
ス
工
業
j
沖

縄
支
店

有
料
職
業
紹
介
事
業
保
証
金
取
戻
し
公
告

有
料
職
業
紹
介
事
業
保
証
金
規
則
廃
止
等
に
関
す
る
省

令
（
平
成
十
五
年
法
務
省
令
・
厚
生
労
働
省
令
第
二
号
）

第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
次
の
と
お
り
公
告
し
ま

す
。

一

保
証
金
の
取
戻
し
を
し
よ
う
と
す
る
者
の
氏
名
又
は

名
称
並
び
に
事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

エ
ン
プ

レ
ッ
ク
ス
株
式
会
社

エ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
株
式
会
社

東
京
都
中
央
区
銀
座
六
e

二
e

一
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
銀
座
六

Ｆ
二

保
証
金
の
額

金
三
十
万
円

三

前
号
の
保
証
金
に
つ
き
職
業
安
定
法
及
び
労
働
者
派

遣
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
及
び
派
遣
労
働
者
の
就

業
条
件
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第
八
十
二
号
。
以
下
、「
法
」

と
い
う
。）の
施
行
前
に
当
該
保
証
金
に
つ
き
法
第
一
条

の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
職
業
安
定
法
（
昭
和
二
十
二

年
法
律
第
百
四
十
一
号
）
第
三
十
二
条
の
二
第
二
項
の

権
利
を
有
す
る
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
日
の
翌
日
か
ら

六
箇
月
以
内
に
、
そ
の
債
権
の
額
、
債
権
発
生
の
原
因

た
る
事
実
並
び
に
住
所
及
び
氏
名
又
は
名
称
を
記
載
し

た
申
出
書
二
通
を
当
該
公
告
を
し
た
者
の
事
業
所
の
所

在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
労
働
局
長
に
提
出
し
て
下

さ
い
。

四

前
号
の
申
出
書
の
提
出
が
な
い
と
き
は
、
第
二
号
の

保
証
金
が
取
り
戻
さ
れ
ま
す
。

平
成
二
十
一
年
九
月
八
日

東
京
都
中
央
区
銀
座
六
丁
目
二
番
一
号

エ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

杉
橋

剛

任
意
清
算
公
告

当
社
は
、
平
成
二
十
一
年
八
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
解

散
し
、
会
社
法
第
六
六
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
総

社
員
の
同
意
に
よ
り
定
め
た
財
産
の
処
分
の
方
法
に
従
い

清
算
を
い
た
し
ま
す
の
で
、
こ
の
清
算
の
方
法
に
異
議
の

あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
よ
り
一
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

平
成
二
十
一
年
九
月
八
日

千
葉
県
千
葉
市
中
央
区
大
巌
寺
町
八
三
番
地
一

大
安
不
動
商
事
合
資
会
社

代
表
社
員

安
藤

定
男

ŸŸ
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